
国
民
健
康
保
険
料
の

値
上
げ
中
止
を

国
保
は
、
年
齢
構
成
が
高
い
、

医
療
費
水
準
も
高
い
、
無
職
者
・

失
業
者
・
非
正
規
労
働
者
等
の

低
所
得
者
が
多
く
所
得
水
準
が

低
い
な
ど
、
他
の
被
用
者
健
康
保
険
制
度
に
比

べ
保
険
料
負
担
が
重
い
な
ど
と
い
っ
た
構
造
的

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
者
の
平
均
所
得
は
１
世
帯
あ
た
り

1

１
９
９
１
年
度
の
２
７
６
万
円
か
ら
２
０
１
２

年
度
に
は
１
４
２
万
円
に
、
１
３
０
万
円
以
上

低
下
し
、
組
合
健
保
加
入
者
の
平
均
年
間
所
得

３
７
６
万
円
の
半
分
以
下
で
す
。
高
す
ぎ
て
保

険
料
を
払
え
な
い
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

（

裏
面
に
続
く
）

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）
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加藤ひろし
です
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２
月
15
日
開
会
さ
れ
た
「
福
祉
保
健
委
員
会
」
に

お
い
て
、
来
年
度
の
「
中
央
区
国
民
健
康
保
険
料
」

の
概
要
が
わ
か
り
ま
し
た
。
23
区
の
国
保
は
、
運

営
は
各
区
で
行
い
ま
す
が
、
国
保
料
（
介
護
分
を

除
く
）
は
23
区
で
統
一
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
、
加
入
者
全
員
が
支
払
う
「
均

等
割
」
分
を
４
万
６
２
０
０
円
に
１
５
０
０
円
値

上
げ
し
、
所
得
に
応
じ
た
「
所
得
割
」
の
負
担
割

合
を
８
・
88
％
（
０
・
45
％
増
）
に
引
き
上
げ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
中
央
区
の
一
人
あ
た
り
の
国
保

料
は
年
１
２
万
９
４
６
６
円
と
な
り
、
前
年
度
比

６
３
３
１
円
増
（
５
・
１
％
）
の
大
幅
な
引
き
上

げ
に
な
り
ま
す
。

国
保
の
都
道
府
県
化
に
向
け
、

高
額
療
養
費
助
成
の
削
減

国
保
の
都
道
府
県
化
に
向
け
て
、
高
額
療
養
費

に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
２
０
１
４
年
度

か
ら
２
０
１
７
年
度
ま
で
の

４
年
間
で
ゼ
ロ
に
す
る
計
画

で
毎
年
25
％
ず
つ
削
減
す
る

計
画
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
負
担
額
が
よ
り
大
き
く
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
延
長

し
て
削
減
幅
を
縮
小
し
、
来

年
度
は
75/

100
を
保
険
参
入
と

し
て
い
た
も
の
を
67/

100
に
縮

小
し
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
、

全
額
保
険
算
入
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
な
る
国
保
料

の
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

2016年度国民健康保険料・前年度比6,331円値上げ

一人あたり年12万9,466円の負担に

（
左
記
の
表
は
、
中
央
区
の
一
人
当
た
り
の

国
保
料
の
経
年
変
化
）



国
庫
負
担
の
削
減
が
国
保
料
の
値
上
げ
に

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
根
本
に
は
、
１
９
８

４
年
か
ら
の
国
に
よ
る
国
庫
助
成
金
の
引
き
下
げ
が

決
定
的
な
要
因
で
す
。
国
庫
負
担
の
削
減
・
住
民
負

担
は
増
大
し
続
け
、
「
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
」

高
額
な
国
保
料
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
国
保
会
計
が
赤
字
に
陥
り
、
国
保
料
の
値
上
げ
、

滞
納
世
帯
の
増
加
、
国
保
料
収
納
率
の
低
下
、
国
の

交
付
金
削
減
、
国
保
会
計
赤
字
の
拡
大
と
い
う
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
た
め
に

１
９
６
１
年
に
国
民
健
康
保
険
制
度
が
確
立
し
、

国
民
皆
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
来
50

年
以
上
を
経
て
、
現
在
国
保
に
は
２
，
０
０
０
万
世

帯
以
上
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
国
保
は
社
会
保
険
で
あ
り
国
が
当
然
責
任

を
持
っ
て
援
助
し
、
国
保
税
が
払
え
ず
、
治
療
が
受

け
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
な
ど
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
制
度
で
す
。
中
央
区
の
国
庫
負
担
率
の
10

年
間
を
比
較
し
て
も
２
７
・
８
４
％
（
２
０
０
５
年
）

か
ら
２
１
・
７
０
％
（
２
０
１
４
年
）
へ
と
６
％
以

上
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
高
過
ぎ
る
国
保
税
を
抜
本

的
に
解
決
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
国
庫
負
担
割
合
を

増
や
す
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

私
・
加
藤
ひ
ろ
し
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
の
軽
減
と
、

国
民
健
康
保
険
制
度
を
守
る
た
め
に
、
力
を
尽
く
し

て
い
き
ま
す
。

☆
自
転
車
点
検
・
保
険
加
入
の
促
進
と

し
て

（
予
算
額
１
０
０
万
円
）

自
転
車
利
用
者
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
の
向
上
を
図
り
、
自
転
車
事
故
に
防
止
、

自
転
車
の
点
検
整
備
と
保
険
加
入
を
あ
わ
せ

て
行
う
こ
と
が
出
来
る
TS
マ
ー
ク
付
帯
保
険

の
経
費
の
一
部
（
１
０
０
０
円
）
を
助
成
。

（
担
当
課
・
環
境
土
木
部
環
境
政
策
課
）

☆
築
地
場
外
市
場
地
区
先
行
営
業
施
設

「
築
地
魚
河
岸
」
の
開
設
と
し
て

（
予
算
額
２
，
１
４
５
万
円
）

今
年
10
月
15
日
開
設
予
定
の
「
築
地
魚
河

岸
」
開
設
費
用
。
小
田
原
橋
棟
48
区
画
、
海

幸
橋
棟
45
区
画
が
豊
洲
市
場
の
開
場
に
先
行

し
て
開
設
さ
れ
ま
す
。

☆
小
学
校
・
幼
稚
園
の
改
築
・
増
築

（
予
算
額
５
４
億
円
）

月
島
第
三
小
学
校
・
晴
海
幼
稚
園
の
増
築
、

豊
海
小
学
校
・
豊
海
幼
稚
園
の
改
築
（
２
０

１
６
年
９
月
新
校
舎
・
園
舎
開
設
予
定
）
、

日
本
橋
小
、
有
馬
小
、
城
東
・
坂
本
小
等
の

改
築
・
増
築
の
費
用
。

☆
共
通
買
物
券
の
発
行

（
予
算
額
５
億
８
，
３
６
３
万
円
）

共
通
買
物
券
は
、
６
月
に
発
行
予
定
で
す
。

購
入
限
度
額
は
一
人
に
つ
き
５
万
円
で
す
。

☆
ネ
ズ
ミ
駆
除
（
予
算
額
２
，
２
６
１
万
円
）

築
地
市
場
の
移
転
に
よ
り
隣
接
し
た
地
域
に
、
特

別
対
策
と
し
て
築
地
市
場
と
地
域
と
連
携
し
て
効
果

的
な
ネ
ズ
ミ
の
防
除
・
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

（
担
当
課
・
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課
）

☆
「
通
い
の
場
」
事
業（

予
算
額
１
４
６
万
円
）

高
齢
者
に
簡
単
な
体
操
や
各
種
講
座
を
行
う
場
を

提
供
。
介
護
予
防
事
業
と
し
て
地
域
で
展
開
す
る
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
。
実
施
場
所
は
区
民
館
な
ど
の
区

有
施
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
課
・
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課
）
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道路占用料の改定が実現

財源確保策として私たち共産党区議団が、長

年要求してきたNNTや東京電力などの道路占用

料（電柱や地中埋設管などの道路使用料）の改

定により収入として６億円が計上されました。

従来は激変緩和と

して，1.2の改定し

か行われませんで

したが、今回の改

定で、従来の値上

げ幅より2億円の増

となります。


